
韓
㌣
霧
門

第
十
二
巻
第
羅
號

昭
和
二
年
十
月
一
日
登
行

　
　
　
　
　
　
（
通
巻
第
四
十
入
監
）

厨

究

明
の
四
夷
館
に

就
い
て文

學
士
紳
田
喜
一
郎

　
　
　
　
囎

　
明
の
四
夷
館
は
四
方
の
番
夷
か
ら
上
つ
る
所
謂
國
書
の

卜
書
を
翻
思
す
る
爲
め
に
、
明
代
に
溜
め
て
設
澄
せ
ら
れ

官
衙
で
あ
っ
て
、
清
朝
に
は
之
を
改
め
て
四
国
館
ご
欝
し

た
。
此
の
明
の
四
夷
館
の
建
概
漕
早
耳
に
職
制
等
に
就
い

て
は
、
周
り
『
大
明
會
典
』
を
始
め
ε
し
て
、
明
代
の
官
制

を
書
い
た
も
の
に
は
大
宮
の
こ
ご
を
記
し
て
み
る
が
、
朋

　
　
　
第
十
二
塗
　
　
研
　
究
　
　
明
の
四
夷
舘
に
就
い
て

の
嘉
靖
元
年
に
上
石
せ
ら
れ
た
「
翰
林
院
四
夷
館
題
名

　
　
ご

記
」
に
さ
へ
、
既
に
「
，
館
之
遷
設
。
官
適
応
置
。
歳
月
巳

漫
不
可
考
。
糖
質
已
失
。
今
不
圖
。
後
嗣
何
観
。
」
ご
あ

り
、
同
二
十
二
年
に
始
め
て
編
纂
せ
ら
れ
た
四
夷
館
の

　
　
　
ハ
ニ
　

『
館
則
』
の
序
に
も
、
亦
た
同
じ
く
「
館
之
文
獄
）
海
漫
滋

久
。
法
守
寡
稽
。
溢
莫
折
衷
。
」
ご
め
る
程
で
あ
る
か
ら
、

其
の
詳
細
の
事
實
に
至
る
ご
、
建
仁
今
日
に
在
っ
て
は
寵

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
一
　
　
（
五
一
九
）



　
　
　
第
十
二
巷
　
　
研
　
究
　
　
明
の
四
爽
館
に
就
い
て

録
の
不
備
を
歎
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
慮
れ
從
來

の
東
洋
懸
者
の
間
に
、
此
の
四
夷
館
は
相
常
深
く
注
意
せ

ら
れ
て
き
た
ら
し
く
想
像
せ
ら
れ
る
に
も
拘
は
ら
す
、
僅

に
佛
蘭
西
の
ド
ヅ
エ
ソ
ァ
が
、
支
那
歴
代
の
課
官
の
沿
革

を
考
重
し
た
へ
へ
目
O
∩
。
濤
σ
q
⑦
号
の
H
暮
雪
℃
轟
。
ω
9
Ω
二
色
り

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　

ご
題
す
る
一
遽
書
に
多
少
説
き
及
ん
で
み
る
以
外
に
、
殆

ざ
何
等
纒
つ
た
研
究
の
未
だ
獲
表
せ
ら
れ
て
み
な
い
所
以

で
あ
ら
う
。
尤
も
ド
ヴ
ェ
ヲ
ァ
の
書
に
は
、
明
の
王
宗
載

　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

の
『
四
夷
館
考
』
の
如
き
稀
観
の
珍
籍
を
利
用
し
て
み
て
、

其
の
黙
は
大
に
多
こ
す
べ
き
も
の
が
あ
る
が
、
固
り
完
全

の
も
の
ご
は
思
は
れ
ぬ
。
然
し
四
夷
館
に
記
す
る
史
料
の

近
年
新
ら
た
に
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
も
の
が
な
い
で
は
な

い
。
故
富
岡
謙
藏
先
生
が
晩
年
に
獲
ら
れ
た
叢
書
『
文

書
』
（
気
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
の
中
の
『
四
繹
暗
暗
』
）
『
四
課
館
則
嬬
σ
如
き
・
其
の

自
説
で
あ
る
。
羅
振
玉
澤
が
東
方
學
曾
か
ら
出
版
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
明
転
本
『
四
夷
一
考
』
も
、
亦
當
然
薙
に
暴
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
私
は
こ
れ
ら
の
新
史
料
を
盤
く

第
四
照

照
　
　
（
五
二
〇
）

逡
害
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
喉
だ
こ
の
頃
多
少
四
夷
館
に

就
い
て
取
調
べ
た
所
が
あ
る
の
で
、
ま
だ
極
め
て
不
充
分

の
も
の
な
が
ら
、
そ
れ
を
書
き
付
け
て
博
雅
の
是
正
を
仰

ぎ
た
く
思
ふ
。

　
註
（
｝
）
　
首
に
「
賜
進
士
韻
勇
凝
議
大
夫
吏
部
左
倦
郎
國
史
副
総
裁
業
陽

　
　
　
浬
俊
講
］
定
あ
り
、
『
櫓
定
舘
則
』
巷
新
入
に
糊
す
。
『
塘
定
館
則
』

　
　
　
に
就
い
て
に
註
（
七
）
な
塗
照
ぜ
ら
れ
カ
い
。

　
　
（
二
）
　
誰
（
七
）
塗
照
O
序
に
面
子
黙
認
夏
仲
吉
、
演
陽
の
晶
質
、
字
に

　
　
　
一
泉
の
撰
に
係
る
。

　
（
三
）
　
国
●
O
o
誌
…
㊦
r
国
び
諏
。
ひ
⑦
s
聾
包
8
6
ω
g
唱
鳳
仙
ヨ
。
一
訴
8
押
悼
曾
Q
Q
。

　
　
　
並
に
∩
p
昼
♂
げ
q
諾
。
晦
ひ
①
》
ω
鉱
餓
o
H
ヲ
辱
受
o
h
U
5
ρ
国
．
竃
。
「
－

　
　
　
二
ω
o
炉
男
帥
携
H
H
．
唱
。
博
岡
．
豪
シ
昭
恥

　
　
（
四
）
　
雌
書
の
完
本
ぱ
私
の
未
見
の
も
の
で
あ
る
◎
鰻
曾
の
『
讃
書
敏

　
　
　
求
罷
』
巻
二
に
著
錐
し
て
、
「
墨
堤
羽
重
翠
玉
載
提
督
四
夷
館
。
蒐

　
　
　
嘉
島
牒
。
創
爲
気
書
。
」
定
あ
る
。
猫
ほ
近
刊
の
『
鑓
運
王
讃
書
敏
求

　
　
鴇
撲
詮
』
に
は
、
種
々
補
註
が
あ
る
か
ら
、
塗
照
の
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
ま
糞
誰
（
入
）
な
も
謬
照
ぜ
ら
れ
六
い
。

　
　
（
五
　
穴
正
六
年
の
夏
、
東
京
の
田
中
丈
求
堂
が
北
京
よ
り
將
蔑
し
乳

　
　
も
の
で
あ
る
。
其
の
何
人
の
編
纂
に
係
る
か
に
詳
で
な
い
。
明
末
浩

　
　
初
に
於
け
る
諸
種
の
刻
本
一
百
五
十
二
都
葎
合
綴
し
表
も
の
で
、
蓋

　
　
し
何
人
か
穿
一
の
叢
書
を
刻
さ
ん
ぜ
し
て
歴
戦
し
て
お
い
六
底
本
ら

　
　
し
い
o



（山

ﾝ）

@
浩
嗣
の
江
敵
兼
の
酔
い
、
髭
の
坐
厚
μ
『
四
脚
∵
全
激
〔
緻
へ
臼
H
提
嬰
』
山
先
叡
…
・
帖
肌

　
書
類
・
典
禮
之
陽
。
揮
日
の
中
に
解
題
が
見
え
て
み
る
。

（
七
）
庇
の
書
に
、
明
の
孫
靖
二
＋
二
年
に
郭
墾
の
編
纂
し
六
四
夷
館

　
の
『
館
劉
』
定
、
そ
れ
為
業
暦
四
＋
年
に
洪
丈
衡
が
補
訂
し
カ
『
綾

温
浴
堀
』
定
更
に
又
そ
れ
か
崇
顧
三
年
に
呂
維
旗
が
改
正
し
六
『
櫓

定
館
則
』
建
の
残
版
た
、
清
の
康
煕
＋
二
年
に
嚢
懲
徳
が
整
理
し
て

　
典
の
上
に
濡
手
の
故
事
為
増
入
目
離
し
糞
所
の
も
の
で
あ
る
つ
そ
れ

　
に
「
嚥
難
訓
丑
季
夏
Q
翰
林
院
提
督
四
駅
舘
太
常
些
少
卿
淑
陽
嚢
協
心

　
徳
六
完
思
寝
於
玉
堂
分
署
し
ミ
あ
ろ
序
に
、
「
館
通
有
則
。
創
干
郭
・

　
番
縄
公
。
至
崇
顧
庚
午
。
天
産
呂
公
。
復
櫓
定
之
。
迄
今
四
十
籐
年

　
聚
梨
散
秩
。
已
亡
其
半
。
小
史
子
尊
王
。
紗
鋪
成
鹸
両
已
。
余
承
匿

　
斯
館
。
機
其
久
而
霊
失
也
。
遽
蝸
知
命
工
O
歓
心
錠
駆
足
之
O
凡
百

　
四
十
有
奇
。
両
故
書
証
完
。
二
黒
入
本
朝
曲
事
諸
公
。
貞
孫
北
海
先

　
生
。
以
浪
干
余
。
凡
二
十
有
一
人
焉
。
」
定
あ
る
の
に
櫨
っ
て
知
る
こ

　
亡
が
規
來
ろ
。
い
つ
れ
雌
の
書
ほ
近
く
羽
田
搏
士
の
努
力
に
よ
っ
て

　
校
章
ゼ
ら
れ
る
歯
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
委
し
く
惨
く
要
に
な
か

ら
う
。
因
に
『
明
豊
藝
丈
志
に
注
俊
の
『
四
夷
四
則
例
』
二
＋
巻

　
存
著
与
し
て
み
ろ
。
注
記
は
註
（
一
に
よ
つ
て
も
知
れ
る
や
う
に
四

　
夷
館
に
關
係
の
あ
っ
糞
人
物
で
あ
ろ
か
ら
、
か
く
の
如
き
編
者
の
あ

　
つ
六
旨
い
ふ
ご
ビ
匡
敢
て
異
む
に
足
ら
な
い
け
れ
こ
も
、
殆
ご
圧
俊

　
定
三
代
潜
同
ふ
し
六
三
墾
の
『
鎗
則
』
の
序
に
、
全
く
注
俊
に
『
四

夷
館
則
』
の
編
著
の
あ
る
こ
亡
を
冨
っ
て
み
な
い
の
ば
何
故
で
あ
ら

　
う
か
。
私
の
推
測
マ
ろ
所
で
に
、
『
明
史
』
藝
丈
志
の
注
俊
『
四
魂
館

第
十
二
巷
　
　
研
　
究
　
　
剴
の
四
夷
館
に
就
い
て

　
雑
面
』
養
い
ふ
の
ば
郭
整
の
そ
れ
准
誤
つ
糞
の
で
に
な
か
ら
う
か
定

　
思
ふ
。
そ
れ
で
私
の
本
交
に
ば
郭
竪
の
『
館
則
』
た
以
て
始
め
て
編

　
纂
ぜ
ら
れ
糞
四
夷
館
の
『
館
外
』
だ
ε
し
て
お
い
れ
の
で
あ
る
。

（
八
）
　
羅
振
玉
氏
の
鮫
に
、
「
此
明
人
砂
本
。
下
露
之
首
．
己
饒
損
Q
無

　
翔
簸
序
蹟
。
亦
無
棚
　
人
姓
氏
Q
昏
迷
凡
詔
勅
朝
廷
無
明
等
字
Q
皆
拾

　
行
。
傳
錐
頗
多
識
脆
。
校
以
明
、
吏
外
國
傳
9
毎
有
異
同
。
不
能
櫨
以

　
勘
定
Q
考
蓮
華
堂
書
目
。
有
四
夷
舘
考
十
巷
。
不
署
撰
人
名
。
明
史

　
藝
丈
志
。
聯
繋
職
官
類
。
有
職
俊
四
夷
笹
藪
例
ご
十
巷
・
四
夷
舘
考

　
二
巻
。
此
本
質
明
史
巷
扱
相
同
。
或
即
注
氏
所
著
Q
愛
遣
爲
官
。
錐

　
副
直
之
。
」
定
あ
る
。
但
し
前
盛
『
銭
遜
王
譲
書
敏
求
艶
校
謹
』
に

　
に
、
”
此
の
書
な
王
宗
載
の
著
で
あ
ろ
蜜
考
へ
て
る
う
が
「
麓
ハ
の
幽
愚
見

　
が
當
っ
て
み
る
。
現
に
「
逞
前
帝
」
の
條
に
、
「
宗
戴
承
乏
提
督
」
云

　
々
の
文
が
見
え
て
み
る
こ
建
に
て
も
分
ろ
ミ
思
ふ
Q

．
二

　
支
那
の
歴
代
の
官
制
の
上
に
、
明
の
四
夷
館
の
や
う
な

特
別
な
官
衙
の
設
け
ら
れ
元
こ
ご
は
、
未
だ
嘗
て
見
な
か

っ
た
所
で
あ
る
。
明
の
丘
溶
は
、
其
の
設
置
の
三
三
を
説

　
　
　
　
（
九
）

明
し
て
、
「
繹
言
之
官
。
自
古
有
之
。
然
惟
繹
言
語
而
已

也
。
彼
時
外
夷
。
猫
未
生
字
書
。
動
乱
激
入
中
國
。
始
有

天
竺
宇
。
其
後
回
回
・
女
直
・
蒙
古
・
緬
旬
。
其
三
人
之
結

第
四
號

三
　
　
（
五
二
一
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
明
む
四
夷
館
に
就
い
て

慧
者
。
各
因
其
固
俗
而
自
爲
一
種
字
書
Q
其
來
朝
貢
。
及

其
隙
設
題
訴
求
索
。
各
用
其
窺
書
。
必
加
点
謬
。
然
後
知

其
意
糟
之
所
在
。
」
ご
言
ひ
、
更
に
四
夷
館
を
筋
書
し
た
濡

鼠
帝
の
識
見
を
賞
し
て
み
る
。
此
の
四
夷
館
の
溺
設
せ
ら

れ
た
の
は
、
永
樂
五
年
遅
こ
ご
で
あ
る
が
、
其
の
以
前
か

ら
し
て
四
方
の
番
夷
の
上
つ
る
表
文
は
、
丘
．
溶
の
言
ふ
や

う
に
、
皆
そ
れ
ぐ
の
國
書
を
用
ひ
て
み
た
の
で
あ
っ
て

例
へ
ば
、
『
明
・
庚
』
占
城
傳
に
、
洪
武
四
年
、
其
の
國
王

阿
素
量
の
奉
っ
た
金
葉
表
の
こ
ご
を
記
し
て
、
「
長
尺
蝕
。

廣
五
寸
。
刻
本
活
字
。
』
ご
あ
る
し
、
ま
た
同
淳
泥
傳
に
、

重
壁
三
年
、
其
の
國
繋
馬
合
護
沙
の
奉
っ
た
表
箋
に
就
い

て
、
「
表
用
金
。
筆
｛
用
銀
Q
字
近
回
鴉
O
皆
縷
之
。
」
ご
傳
へ

て
る
る
。
か
や
う
な
國
書
の
表
文
を
奉
じ
て
來
貢
す
る
者

が
繁
く
な
っ
て
く
る
ご
共
に
、
肖
然
専
ら
其
の
翻
鐸
を
掌

る
四
夷
館
の
如
き
官
衙
の
設
遣
が
必
要
に
7
3
ひ
っ
て
き
た
こ

ご
は
、
殆
ご
疑
ふ
べ
く
も
な
い
Q
永
岩
鼻
の
之
を
柵
設
し

た
の
は
、
當
時
に
在
っ
て
、
深
く
機
宜
を
得
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
四
　
　
（
紅
海
ニ
）

っ
た
ら
う
ご
思
ふ
。

い
ま
『
大
明
盆
晦
、
の
「
翰
林
院
」
の
條
に
繋
る
ζ

四
夷
館
の
建
麗
製
革
に
就
い
て

　
凡
四
方
搾
取
醗
蟹
文
字
。
永
樂
五
年
。
設
四
夷
館
。
内
分
八
館

　
都
門
靱
・
女
直
・
立
番
・
西
天
・
圓
回
・
百
夷
・
高
笑
・
緬
劔
。
…
…
…

　
正
徳
六
年
。
喉
設
八
百
館
。
萬
暦
七
年
。
長
野
遇
羅
館
。

ご
あ
る
。
こ
れ
は
殆
ざ
諸
書
の
均
し
く
記
し
て
み
る
所
で

あ
る
が
、
更
に
委
し
く
取
調
べ
て
み
る
ご
、
先
づ
其
の
柵

設
の
事
實
に
就
い
て
、
『
築
港
實
録
』
永
樂
五
年
三
月
三
酉

の
條
に
、
次
の
如
き
記
事
の
あ
る
の
を
引
見
す
る
◎
即
ち

　
因
四
夷
朝
貢
。
言
語
文
字
不
通
。
命
禮
三
選
國
子
監
鑑
蒋
禮
等

　
三
十
八
入
。
隷
翰
林
院
、
習
課
書
。
入
月
給
米
一
石
。
遇
開
科

　
猶
令
就
試
。
野
駈
所
作
文
字
。
合
格
准
韻
身
。
新
館
於
長
安
左

　
門
外
臓
之
。

ご
あ
る
Q
尤
も
此
の
記
事
に
は
輩
に
館
ご
あ
る
の
み
で
あ

る
が
、
其
の
四
夷
館
を
指
し
て
み
る
こ
ご
は
云
ふ
ま
で
も

な
い
。
此
の
四
夷
館
が
翰
林
院
に
隷
属
し
た
こ
ε
は
、
多



少
來
歴
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
よ
り
前
、
洪
武
十
五

年
に
、
翰
林
院
の
侍
講
火
原
画
及
び
同
編
修
難
平
亦
黒

が
命
を
奉
じ
て
『
華
夷
勢
多
』
を
編
纂
し
た
こ
ぎ
が
あ
っ

た
Q
そ
れ
は
極
め
て
有
名
な
事
實
で
、
『
皇
明
細
録
』
洪
武

十
五
年
正
月
丙
戌
の
條
に
、
「
命
翰
林
院
侍
講
火
原
潔
等
。

編
類
華
言
諜
語
Q
上
以
前
元
素
無
嘘
字
。
読
書
施
命
。
但

亡
霊
昌
之
書
。
爲
蒙
古
宇
。
以
通
天
下
之
言
。
乃
門
火
面

懸
輿
編
修
馬
沙
亦
子
等
。
以
華
言
繹
素
語
。
凡
天
交
・
地

理
・
人
事
・
端
黒
・
服
食
・
器
用
。
靡
不
具
載
。
宰
取
元
秘
史

墾
考
。
輪
切
其
字
、
譜
其
聲
音
。
既
成
。
詔
刊
行
之
。
自

爆
使
臣
往
復
朔
漠
。
皆
能
蓮
達
其
節
。
」
ご
記
さ
れ
℃
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

が
、
黄
膚
の
『
翰
林
記
』
に
は
、
此
の
『
實
録
』
の
文
を

節
引
し
て
、
「
繹
昇
官
隷
本
院
。
蓋
始
於
此
。
」
ご
断
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　

み
る
。
徐
冷
聚
の
『
國
回
心
ハ
彙
』
な
ご
も
、
亦
此
の
洪
武

十
五
年
に
於
け
る
翰
林
院
の
『
華
夷
繹
語
』
編
纂
の
事
實

を
以
て
、
其
の
「
四
夷
館
」
の
條
の
勢
頭
に
掲
げ
て
み
る

こ
ご
を
見
る
ご
、
殆
ご
『
翰
林
記
』
ご
同
じ
意
見
で
あ
っ

　
　
　
第
十
二
魯
　
　
研
　
究
　
　
朋
の
四
糞
館
に
麗
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
コ
　

た
も
の
ら
し
い
。
ま
た
昏
冥
祓
の
『
壇
定
器
則
』
で
も
、

全
然
『
國
朝
典
彙
』
に
依
幽
し
て
、
伺
じ
事
實
を
記
し
て

み
る
か
ら
、
均
し
く
さ
う
認
め
て
み
た
こ
ご
が
分
る
。
い

つ
れ
に
し
て
も
、
洪
武
十
五
年
の
事
實
が
あ
る
の
で
、
其

の
關
係
上
、
四
夷
館
が
翰
林
院
の
隷
書
官
ご
し
て
設
畳
せ

ら
れ
た
こ
ご
は
、
殆
ご
否
定
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
、
や
う

で
あ
る
○
か
く
四
夷
館
は
翰
林
院
に
隷
費
し
た
か
ら
、
其

の
建
て
ら
れ
た
場
所
な
ご
も
、
ま
た
自
然
翰
林
院
に
隣
接

し
て
み
た
こ
ご
が
見
え
て
み
る
。
上
引
の
『
實
鎌
』
永
樂

五
年
三
月
謡
講
の
條
に
は
、
「
長
安
左
門
外
」
ど
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

こ
れ
は
『
燕
道
導
覧
志
』
に
、
「
四
夷
館
在
玉
河
橋
之
西
」

ご
あ
る
の
こ
全
く
同
じ
骨
癌
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
翰
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
が
　

院
も
亦
其
の
場
所
に
在
っ
た
こ
ご
は
、
『
大
明
一
統
志
』
に

「
翰
林
院
在
玉
河
西
岸
〇
四
夷
館
隷
焉
Q
」
ご
あ
る
の
に
標

っ
て
、
頗
る
明
瞭
ご
云
は
ね
ば
な
ら
鎗
。
清
朝
に
な
っ
て

四
謬
館
ご
改
欝
せ
ら
れ
、
正
陽
門
外
楊
梅
竹
霜
風
に
移
撮

　
　
　
　
　
　
　
コ
ハ
　

せ
ら
れ
る
ま
で
は
、
明
代
を
通
じ
て
、
四
夷
館
の
此
の
場

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
五
　
　
（
五
二
三
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
．
研
　
究
　
　
明
の
囚
夷
鎗
に
蕊
い
て

所
は
、
久
し
く
動
か
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
猫
ほ
四
夷
館
が
翰
林
院
の
隷
薦
官
た
る
こ
ご
は
、
翻
れ

ま
だ
明
代
を
蓮
じ
て
鍵
更
せ
ら
れ
る
こ
ご
は
な
か
っ
た
。

鞍
壷
重
修
の
『
大
明
會
典
』
に
も
四
夷
館
を
翰
林
院
の
隷

屡
官
ε
し
て
記
載
し
て
み
る
。
然
る
に
濁
う
『
明
史
』
職

官
志
に
は
、
弘
治
七
年
、
改
め
て
太
常
に
隷
す
ご
あ
る
O

印
ち
其
の
「
四
夷
館
」
の
條
に

　
弘
治
七
年
。
始
増
設
太
常
寺
卿
∵
少
恩
各
一
員
。
爲
…
提
督
。
逡

　
改
隷
太
常
。

ご
見
え
て
み
る
の
で
め
る
。
此
の
太
常
寺
参
・
少
卿
各
｝

員
が
弘
治
七
年
以
來
四
夷
館
の
提
督
こ
な
る
定
例
の
開
か

れ
だ
こ
ご
は
、
『
大
明
賞
典
』
に
も
、
「
提
督
四
夷
館
一
員
」

の
條
下
に

　
弘
治
七
年
。
内
閣
題
設
通
常
寺
卿
・
少
卿
。
餐
一
員
提
督

ご
あ
っ
て
恩
讐
で
あ
る
が
、
決
し
て
改
め
て
太
常
寺
に
質

す
ご
は
な
い
。
若
し
さ
う
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
な
ら

ば
、
新
暦
の
『
大
明
會
典
』
に
は
、
無
論
四
夷
館
を
太
平

　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
四
鞭
聯
　
　
　
　
　
山
ハ
　
　
（
蝸
血
二
一
幽
）

寺
の
隷
薦
官
こ
し
て
爆
げ
て
る
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箒
で

あ
る
。
然
る
に
そ
の
こ
ご
の
な
い
の
は
、
即
ち
『
明
史
』

職
官
志
の
誤
謬
で
あ
る
こ
ご
を
題
し
得
る
ご
思
ふ
。

　
永
樂
五
年
に
七
戸
せ
ら
れ
た
當
時
の
四
繹
館
が
、
健
靱
・

女
直
・
西
番
・
西
天
・
回
回
・
百
夷
・
高
徳
・
緬
旬
の
入
館
に
分

っ
て
る
た
こ
ご
、
並
に
其
の
後
正
徳
六
年
に
入
旧
館
が
増

設
せ
ら
れ
、
ま
た
懐
い
で
萬
暦
七
年
に
濯
羅
館
が
増
設
せ

ら
れ
た
こ
ご
は
、
既
に
上
書
の
『
大
明
畳
職
』
に
見
え
る

所
で
あ
る
。
此
の
中
、
最
後
に
設
概
せ
ら
れ
た
逞
羅
館
の

如
き
は
、
當
然
夙
く
に
設
置
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た

ら
し
い
の
に
、
其
の
こ
ご
が
無
か
っ
た
爲
め
に
、
少
な
か

ら
ず
不
都
舎
を
生
じ
た
や
う
で
、
『
明
史
』
逞
羅
傳
を
見
る

ε
、
「
弘
治
十
年
入
貢
。
時
四
夷
館
無
逞
上
騰
字
官
。
閣
臣

徐
濾
等
講
。
移
牒
厳
密
。
訪
取
能
通
彼
國
言
語
文
字
者
。

赴
京
備
用
之
。
無
二
。
」
こ
か
、
或
は
又
「
正
徳
十
年
。
進

金
葉
表
朝
貢
。
館
中
無
識
害
毒
藩
。
閣
臣
梁
儲
馨
講
。
選
留

其
便
＝
一
人
。
入
館
薫
習
。
半
可
。
」
こ
か
の
記
事
が
見
え



て
る
る
。
か
う
い
ふ
わ
け
で
、
逡
に
達
才
七
年
に
及
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヒ
　

當
時
の
重
臣
張
型
正
の
上
奏
の
結
果
、
其
の
設
置
を
見
る

に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
王
宗
載
の
『
四
夷
館
考
』
に
は
、

其
の
「
西
番
館
」
の
條
に
、
「
今
上
器
稼
を
嗣
暦
之
六
年
蘭
鵬

鰍
。
余
承
引
提
督
。
會
逞
羅
使
者
來
庭
。
始
開
舘
。
騒
擾

課
。
業
少
間
転
進
。
夷
使
懸
詞
之
。
具
述
高
寄
之
山
川
．

道
里
・
食
貨
・
硬
調
。
如
在
掌
。
」
ご
あ
り
、
又
「
邊
羅
館
」

の
條
に
「
〔
萬
暦
〕
六
年
十
月
。
該
内
閣
大
三
士
三
等
題
。

擦
提
督
少
卿
薫
謹
呈
。
請
於
本
館
。
添
設
逞
羅
一
館
。
考

選
世
業
子
弟
馬
溜
坤
等
十
名
邊
館
激
習
。
」
ご
あ
る
。

　
次
に
以
上
の
引
飯
・
女
直
・
西
番
・
西
天
・
回
回
・
百
夷
・
高

昌
・
緬
旬
・
入
道
・
逞
羅
の
十
館
に
絶
て
、
そ
れ
ぐ
翻
鐸

を
取
扱
つ
た
の
は
如
何
な
る
丈
字
で
あ
っ
て
、
ま
た
如
何

な
る
漢
語
で
あ
っ
た
か
を
研
究
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
は
四
夷
館
の
研
究
の
中
で
も
最
も
重
要
な
事
項
で
あ

る
が
、
實
は
其
の
詳
細
に
至
る
ご
、
各
館
で
種
々
編
纂
せ

ら
れ
た
『
華
夷
三
三
』
の
研
究
か
ら
し
て
試
み
な
け
れ
ば

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
・
究
　
　
明
の
四
夷
館
に
就
い
て

　　

@
乏
　
　
　
，
　
離

野
誓
縁
講
掛
嬉
還
摘
レ
嘉
繍

∴
・
絵
鮨
膝
暖
曝
痴

大
嘱
麟
欝
欝
讐
姻
鰐
麟

・
．
　
，
喜
平
臆
傘
鑑
画
讃
到
京
覇
私

ド
騰
購
至
慨
酒
誘
濃
緯
鱒

第
四
號

七
　
　
（
五
二
五
）



　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
明
の
四
夷
館
に
就
い
て

な
ら
ぬ
。
然
る
に
此
の
『
華
夷
繹
語
』
は
，
我
が
國
で
獄

東
洋
文
庫
本
・
水
戸
彰
考
館
本
を
始
め
8
し
て
、
其
の
他
諸

種
の
傳
本
が
あ
る
け
れ
こ
も
．
い
つ
れ
為
皆
完
峡
で
な
く

ま
た
激
洲
諸
國
に
も
、
大
英
博
物
館
本
・
巴
里
國
民
圖
書

館
本
・
巴
里
亜
細
亜
協
院
本
・
伯
林
國
立
圖
書
館
本
等
の
異

本
が
存
在
す
る
し
、
是
葬
こ
も
彼
此
相
墾
照
し
て
研
究
す

べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
中
々
「
朝
一
夕
に
成
し
得
る
容
易

の
業
で
な
い
。
幸
に
東
洋
乱
雲
の
石
田
幹
之
助
學
士
に
豫

て
其
の
企
圖
の
あ
る
こ
ご
を
聞
い
て
み
る
か
ら
、
私
は
偏

に
そ
れ
を
鶴
首
し
て
待
っ
て
る
る
の
で
あ
る
。

　
註
（
九
）
　
『
大
熱
瓦
餅
補
』
巻
一
百
四
十
五
、
「
課
言
意
待
之
禮
」
の
條
。

　
（
一
〇
）
　
戴
に
引
用
し
索
の
は
萬
暦
重
修
本
で
あ
る
・
正
徳
の
『
倉
典
』

　
　
　
ば
見
る
こ
定
が
出
來
な
か
つ
六
。
「
翰
林
院
」
の
條
に
、
其
の
谷
ご

　
　
　
百
二
十
一
に
あ
ろ
O
猫
ほ
四
夷
館
の
建
読
滑
革
に
就
い
て
、
叢
に
引

　
　
　
旨
し
糞
「
翰
林
院
」
の
條
ピ
殆
ざ
同
様
の
丈
が
、
ま
実
萬
勝
本
の
巷

　
　
　
二
富
制
一
、
翰
林
院
、
「
提
督
四
夷
館
官
一
員
」
の
條
に
も
見
え
て

　
　
　
み
る
。
　
　
　
　
　
　
　
貯

　
（
｝
」
）
　
巻
十
四
、
「
潜
考
四
夷
館
課
程
」
の
條
。

　
（
叫
二
）
　
　
福
山
ハ
十
㌧
吏
陥
郡
二
十
・
七
〇

　
　
　
　
　
　
第
四
門
號
　
　
　
　
　
八
　
　
　
（
五
二
山
ハ
）

（
㎜
三
）
　
巷
二
、
「
建
設
」
の
條
。

（
一
四
）
　
清
の
未
塾
奪
の
『
日
下
奮
聞
』
巷
十
に
引
く
祈
に
操
ろ
Q
因

　
に
鼓
に
引
用
し
敦
丈
の
直
ぐ
次
に
、
「
永
樂
五
年
十
一
月
始
設
」
ぜ
あ

　
つ
て
、
四
夷
館
の
蝦
設
ぜ
ら
れ
糞
の
為
永
樂
五
年
十
一
月
建
し
て
ゐ

．
　
る
。
こ
れ
に
『
實
錐
』
に
三
月
ミ
あ
る
の
虐
、
月
が
一
致
ぜ
な
い
。

　
恐
ら
く
何
か
の
”
誤
で
あ
ろ
定
思
ふ
。

（
一
五
）
　
『
日
下
雪
渓
』
二
十
に
引
く
所
に
隷
ろ
。

（
一
山
ハ
）
　
か
穴
聯
門
仁
一
博
士
「
北
京
の
露
闘
公
便
一
体
に
曲
轟
い
て
」
（
『
灘
圃
丈
）

　
第
山
隔
年
第
｝
九
號
齢
川
牧
）
の
註
（
五
）
塗
昭
…
O

（
一
七
）
　
其
の
丈
に
『
櫓
定
館
則
』
巷
十
二
、
丈
史
、
題
奏
類
一
に
載

　
ゼ
ら
れ
て
る
る
。
但
し
『
張
子
曇
丈
集
』
に
ば
見
え
な
い
や
う
で
あ

　
ろ
。

三

　
四
夷
館
に
在
っ
て
、
專
ら
翻
課
を
掌
っ
た
の
は
繹
宇
官

で
あ
る
。
こ
れ
ば
四
夷
館
の
柵
設
の
當
初
か
ら
、
主
ご
し

て
國
子
監
生
を
四
夷
館
で
養
成
す
る
こ
ご
に
な
っ
て
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
噌
八
）

穴
Q
其
の
委
し
い
規
定
は
、
左
の
如
く
『
大
明
會
典
』
に

見
え
て
み
る
。

　
凡
四
夷
館
習
麗
容
生
子
弟
。
奮
例
月
支
一
石
。
會
官
考
試
。
一

　
年
。
通
習
者
與
冠
帯
。
全
不
通
者
。
豊
野
。
正
統
元
年
奏
定
。



考
中
一
等
者
腰
帯
。
爲
鐸
字
官
。
叉
一
年
再
考
中
。
授
職
。
弘

治
三
年
湊
准
。
子
弟
不
翁
飴
圖
出
身
。
三
年
後
考
中
食
糧
。
月

給
米
一
石
。
又
三
年
考
中
藍
轡
。
・
爲
課
宇
宮
。
叉
三
年
考
中
。

授
序
班
職
事
。
初
試
不
中
者
。
許
再
試
。
三
試
此
中
者
。
織
退

三
民
。
監
生
初
入
臨
。
照
坐
監
例
食
糧
。
三
年
考
中
。
食
糧
…

石
。
家
小
糧
三
選
。
叉
三
年
考
中
。
冠
帯
。
又
三
年
考
中
。
授

從
八
品
職
事
。
三
試
不
完
者
。
塗
回
本
監
別
用
。
其
曾
習
纂
業

者
。
弗
精
通
課
宇
。
不
識
慮
試
。
八
年
奏
楽
。
子
弟
有
願
科
賢

者
。
考
途
順
天
府
癒
試
。
嘉
靖
元
年
令
謬
。
課
字
生
習
學
三
年

0
密
日
考
ス
」
中
。
径
細
爲
民
〇
六
年
｝
小
中
。
給
與
一
冠
融
甲
〇
九
年
不

中
。
授
癒
得
職
衛
。
倶
回
忌
聞
住
。
発
其
難
泥
善
感
。
其
有
資
・

稟
年
歳
相
慮
、
爾
多
作
話
者
。
聴
翰
林
院
餉
…
量
。
許
其
再
試
。

二
＋
一
年
題
准
。
羅
字
生
初
試
課
業
精
通
者
。
照
例
食
糧
。
習

學
記
事
。
課
業
粗
通
。
資
｛
異
年
歳
爾
堪
策
働
者
。
姑
途
館
習
，

墨
。
不
許
食
糧
、
侯
三
年
満
日
再
試
。
其
課
事
差
謬
。
習
學
無

成
。
畏
避
考
試
。
臨
考
不
到
。
輿
三
縄
三
途
。
三
原
係
納
賄
費

縁
者
。
一
三
禦
三
民
。

然
し
、
最
初
四
夷
館
の
剃
設
せ
ら
れ
た
際
に
、
國
子
監

　
　
第
十
二
巷
　
　
研
　
究
　
　
明
の
四
夷
館
に
就
い
て

生
を
選
ん
で
鐸
書
を
習
は
し
め
た
時
、
國
子
監
生
の
多
く

は
、
か
、
る
番
夷
の
文
字
を
學
噛
せ
し
め
ら
れ
る
こ
ε
を

理
り
潔
し
ご
は
せ
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
ご
は

　
　
　
　
　
　
ぬ
　

『
國
朝
血
ハ
彙
』
に

　
永
仁
十
九
年
八
月
。
上
謂
。
二
番
字
中
國
宜
解
其
義
。
因
選
太

　
學
生
聰
明
者
習
之
。
諸
生
多
不
悦
。
棘
乳
親
議
ρ
上
怒
。
將
罪

　
之
。
學
士
揚
榮
赦
発
。
応
命
裳
之
。
訓
麺
三
二
。
自
是
帖
服
。

　
牽
皆
有
成
。
有
官
至
五
六
卜
者
。

ご
あ
る
記
事
に
よ
っ
て
窺
は
れ
る
。
然
し
ま
た
稀
に
は
謬

書
に
執
…
心
な
者
が
無
い
で
は
な
か
っ
た
。
王
直
の
「
秦
主
事

　
　
　
　
ニ
む
　

墓
誌
銘
」
を
見
る
ご
、
秦
初
こ
い
ふ
入
物
の
極
め
て
鐸
書

に
熟
心
で
あ
っ
た
こ
ご
を
傳
へ
て
る
る
。
翻
ち

　
禮
部
主
事
秦
三
寸
。
字
性
初
。
越
之
山
陰
入
。
…
…
君
自
少
憲

　
畢
。
爲
郡
庫
弟
子
。
一
作
朗
話
書
。
扁
日
凌
雲
　
以
示
志
。
永

　
樂
辛
卯
。
領
三
三
．
明
年
會
試
不
偶
。
遽
三
太
學
。
盆
霞
働
弗

　
裾
…
り
太
宗
皇
帝
在
位
。
四
夷
蜜
三
無
虚
日
。
上
亦
欲
大
鎭
撫
之

　
誰
通
江
文
鳥
。
厳
選
太
畢
生
之
樹
冠
敏
者
。
転
輪
…
林
習
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
九
（
五
二
七
）



　
　
第
十
二
巷
　
　
研
　
究
　
　
明
の
四
夷
舘
に
就
い
て

君
在
選
。
習
西
天
書
。
然
志
彌
属
。
必
欲
兼
盤
其
美
。
再
試
膿

部
。
凡
三
揚
文
字
。
等
量
西
天
書
翻
謬
雄
篇
。
霊
司
嘉
其
能
。

取
四
緑
。
及
廷
封
建
然
。
邊
賜
進
士
出
身
。
爲
翰
林
庶
吉
士
。

夫
・
…
幾
除
毒
討
。
授
平
話
郎
。
凡
西
天
課
書
。
皆
與
執
筆
焉
。
…

・
ゴ
：
・
正
統
六
加
†
二
十
一
日
0
以
醗
沃
京
†
予
官
。
年
五
十
七
。

ご
あ
る
。
こ
れ
な
ざ
は
殆
ざ
異
数
ε
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ

ら
う
が
、
そ
れ
で
も
輩
な
る
繹
字
配
ビ
し
て
回
る
の
は
、

飴
程
嫌
で
あ
っ
た
こ
ご
が
見
え
る
。
か
、
る
事
情
で
あ
っ

た
か
ら
、
自
然
四
夷
館
で
殴
書
を
響
ふ
國
子
監
生
の
数
は

次
第
に
減
少
し
て
、
其
の
代
り
に
、
他
で
籐
り
重
く
用
ひ

ら
れ
な
い
寧
ち
無
頼
の
徒
が
、
私
か
に
四
夷
館
の
漱
師
に

投
托
し
て
、
之
を
脅
ふ
や
う
に
な
る
傾
向
が
生
じ
て
き

た
。
而
し
て
こ
れ
ら
の
徒
は
、
時
に
番
夷
を
内
通
し
て
私

利
を
螢
ん
だ
り
す
る
こ
ご
も
あ
っ
て
、
其
の
弊
害
が
段
々

甚
し
く
な
っ
て
き
た
や
う
で
あ
る
。
天
順
年
間
に
、
禮
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
じ

左
侍
郎
郷
翰
の
上
っ
た
左
の
秦
疏
の
一
節
は
、
そ
の
間
の

申畢

b
…
を
能
く
物
語
っ
て
み
る
ご
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
輩
　
　
　
一
〇
、
　
（
五
二
入
）

　
永
樂
槻
。
翰
林
院
諜
寛
…
謡
歌
。
倶
於
國
子
監
選
取
監
生
鶯
用
。

　
近
年
以
來
。
官
員
軍
民
匠
作
子
弟
。
投
托
教
師
。
私
自
霧
學
っ

　
濫
求
試
用
。
況
難
字
文
書
。
多
蘭
辞
譲
。
敏
習
既
濫
。
不
免
透

　
漏
壷
情
。
令
勅
翰
林
院
。
今
後
各
館
有
欲
。
櫛
照
永
樂
問
例
。

　
選
取
年
幼
俊
秀
鑑
生
。
蓬
館
習
學
。
其
敏
師
不
許
擁
留
。
各
家

　
子
弟
旧
習
。
及
絢
私
三
保
上
命
。
今
後
敢
有
私
自
敏
習
四
夷
幣

　
者
。
皆
重
罪
不
宥
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
ニ
　

ま
た
、
『
國
朝
典
彙
』
に
、
次
の
や
う
な
記
事
が
見
え
る
○

　
〔
天
壇
〕
三
年
四
月
。
禮
一
図
。
四
夷
館
鐸
字
官
生
り
見
有
一
百

　
五
十
職
辻
占
只
名
O
　
｝
冊
教
師
馬
銘
叉
庶
逼
…
燗
私
龍
収
子
伸
昂
一
百
一
二
十
六

　
名
。
以
三
宅
用
。
上
等
潮
回
。
千
官
考
選
、
精
通
者
量
留
。
飴

　
途
夷
部
。
改
丁
子
弟
。
倶
遣
瀬
家
。
後
有
私
自
教
習
者
。
必
罪

　
不
赦
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
・

こ
の
四
夷
館
の
敷
師
馬
銘
が
例
に
違
っ
て
私
か
に
牧
め
た

子
弟
一
甲
副
馬
・
†
山
ハ
名
を
、
臨
剛
然
た
る
曲
擁
㎜
直
に
出
」
な
い
で
、

其
の
謬
書
に
精
通
し
た
者
を
、
特
に
禮
部
で
考
選
し
た
如

き
は
、
十
時
如
何
に
課
宇
官
の
希
望
者
が
煙
く
、
實
際
は

囲
っ
て
み
た
か
を
知
る
こ
ご
が
毘
來
や
う
。
そ
れ
で
『
大



明
會
典
』
に
見
え
て
み
る
が
如
き
最
初
の
規
定
は
、
既
に

殆
ざ
超
文
に
等
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
み
た
の
で
あ
る
Q

少
し
時
代
は
降
る
け
れ
ご
も
、
嘉
靖
の
頃
に
な
る
ご
、
其

の
十
六
年
に
一
度
鐸
宇
官
選
の
考
試
が
あ
っ
て
か
ら
，
其

の
四
十
五
年
ま
で
、
約
三
十
年
間
は
全
く
行
は
れ
な
か
っ

た
。
そ
れ
か
ら
叉
萬
、
暦
六
年
に
逞
羅
館
が
増
設
せ
ら
れ
る

ま
で
十
籐
年
間
中
絶
す
る
ご
い
ふ
有
機
で
あ
っ
た
Q
而
し

て
此
の
頃
に
な
る
ご
．
國
子
監
生
を
選
ぶ
こ
ご
が
絶
え

て
．
四
夷
館
の
繹
無
官
は
一
種
の
世
業
ご
爲
っ
て
し
ま
っ

て
其
の
子
弟
を
專
ら
養
成
し
た
も
の
で
あ
る
Q
そ
れ
に
其

の
間
軽
々
の
弊
害
は
．
縮
憂
ら
す
盛
に
生
じ
た
ら
し
い
。
徐

　
　
　
　
　
　
　
ニ
ヨ
　

階
の
左
の
奏
疏
を
窄
め
ば
、
其
の
常
時
の
事
情
が
割
然
ご

能
く
窺
は
れ
る
。
稽
長
い
け
れ
ざ
も
、
重
要
な
も
の
で
あ

る
か
ら
、
左
の
全
文
を
引
用
す
る
こ
ご
、
す
る
。

　
　
　
　
請
聾
心
四
夷
賦
課
字
生

　
糠
提
督
四
夷
館
太
常
寺
少
卿
猛
煙
呈
。
露
髄
題
等
館
数
師
署
正

　
等
官
顧
偉
等
軸
次
善
樗
。
冬
野
鋏
入
留
課
。
乞
要
選
鉱
世
業

　
　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
朋
の
四
夷
館
に
就
い
て
　
　
・

子
弟
作
養
等
國
。
免
職
。
看
得
夷
館
番
文
。
上
國
所
以
通
知
逡

情
。
必
須
素
學
預
教
。
乃
能
諸
曉
精
通
。
転
学
宗
設
置
旧
館
。

以
待
外
乱
。
選
取
子
弟
。
蹴
出
課
業
。
其
食
糧
冠
欝
授
職
。
．
倶

窟
一
成
限
。
山
だ
制
立
法
。
可
謂
…
至
仙
精
至
備
識
矢
σ
但
自
嘉
靖
十
六
麗
†

考
牧
之
後
。
今
町
三
十
年
。
中
間
所
牧
子
弟
卒
多
事
故
更
遷
。

見
今
各
館
。
惟
縫
子
女
直
等
館
。
共
一
団
課
三
宮
四
員
。
回
回
．

三
番
・
高
昌
・
八
百
等
館
。
錐
有
卜
師
一
二
員
。
並
無
一
名
子
弟

習
畢
。
至
三
百
夷
西
天
等
館
。
教
師
久
巳
病
故
。
緬
句
館
。
師

生
団
団
三
縄
。
其
見
回
数
師
。
三
三
正
徳
初
年
選
入
者
。
年
深

閑
遇
精
力
嚢
頽
、
一
年
各
夷
進
到
番
丈
。
及
勅
論
夷
使
事
務
。

三
一
繁
劇
。
乃
責
成
心
一
二
教
師
。
而
同
意
辮
。
課
爲
未
発
苦

難
逞
滞
。
是
以
夷
人
不
得
飾
画
。
坐
費
國
家
職
億
。
況
番
文
字

跡
種
種
不
同
。
形
喪
各
項
。
惜
慨
頓
別
。
全
天
漢
丈
大
異
。
尤

非
選
者
一
朝
一
夕
所
能
通
曉
。
失
今
若
不
適
牧
作
養
。
不
惟
目

前
峡
人
。
任
用
不
明
。
抑
恐
將
來
課
業
三
王
。
空
文
慧
脆
。
誤

事
不
小
。
合
無
煙
從
各
官
所
悩
。
零
墨
先
年
蕎
例
。
題
請
。
恭

侯
命
下
。
照
依
濯
牧
太
馨
院
平
生
事
膿
。
容
令
本
館
教
師
。
各

二
重
甘
結
献
。
保
纂
・
各
営
名
下
的
親
世
業
子
弟
。
聴
禮
部
會
宜

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
一
　
　
・
五
二
九
）



　
　
第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
明
の
四
夷
館
に
就
い
て
　
　
　
塾

考
試
ρ
選
其
資
稟
年
歳
相
癒
。
通
嶢
本
等
藝
業
。
撚
以
作
養
者

撒
細
蟹
。
酌
量
谷
館
文
書
繁
簡
。
擬
定
各
数
。
韓
途
翰
林
院
。

分
搬
各
舘
難
業
。
不
許
在
京
富
商
外
野
粟
監
、
及
勢
家
子
弟
。

冒
籍
頂
名
。
希
闘
需
用
。
以
欝
欝
縁
奔
競
之
門
。
加
有
此
叢
朦

朧
入
選
之
事
。
後
証
襟
首
嚢
。
或
査
訪
得
拙
。
不
論
入
館
年
月

久
近
。
定
行
羅
退
爲
民
。
側
將
本
館
保
結
琴
師
。
一
樗
滲
途
諸

司
。
究
問
如
此
。
二
二
弊
可
除
。
課
習
得
入
。
亦
不
失
聖
朝
懐

撫
四
夷
之
意
突
。
至
狂
気
補
教
師
。
申
飾
學
規
。
修
理
館
舎
。

供
給
紙
劃
。
　
「
癒
合
用
事
宜
。
倹
選
測
距
日
。
職
再
詳
議
。
呈

奪
施
行
等
因
。
三
三
Q
三
等
切
惟
。
課
字
宮
生
。
所
以
課
宣
…
番
文
。

上
之
朝
廷
り
三
三
三
三
夷
之
情
。
施
制
三
三
來
之
策
。
關
係
本

重
。
今
積
三
十
年
。
不
行
牧
補
。
三
一
三
三
有
一
二
。
或
一
館

一
己
敏
絶
。
將
來
三
三
一
事
。
誠
有
如
少
卿
丘
岳
三
所
慮
者
。

顧
前
此
牧
補
之
門
路
太
魔
。
而
不
落
其
所
習
課
業
。
是
以
富
豪

擦
勢
欝
不
識
字
訳
人
。
各
区
行
賄
請
託
G
乗
機
求
進
。
以
致
公

議
不
容
。
寛
從
罷
革
。
後
輩
當
事
者
。
不
実
其
所
行
之
不
善
。

違
併
牧
補
蒲
慶
之
。
是
前
者
假
公
以
螢
私
固
爲
壌
國
家
之
法
。

而
後
者
謀
身
而
艶
事
。
亦
無
析
盆
於
三
家
之
計
也
。
今
丘
麻
黄

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
二
　
　
（
五
三
〇
）

欲
誰
祉
傍
践
止
。
令
各
館
琴
師
。
結
迭
各
官
名
下
的
親
世
業
子

弟
。
驚
楽
部
慣
例
考
試
。
選
悪
露
稟
年
歳
千
慮
。
通
曉
本
等

藝
業
者
。
迭
院
篭
屋
、
詳
解
朦
朧
習
選
考
。
日
後
事
獲
。
蔀
行

論
拠
。
並
將
原
保
教
師
論
理
。
似
雪
煙
業
革
弊
二
者
倶
得
。
三

等
謹
用
具
題
伏
乞
勅
下
馬
部
。
再
行
書
議
。
題
講
施
行
。
嘉
靖

四
十
五
年
正
月
二
十
九
日
。
奉
聖
旨
。
禮
部
知
道
。

　
か
、
る
状
態
で
、
明
末
に
な
る
ご
四
夷
館
は
盆
々
衰
微

し
た
も
の
こ
見
え
て
、
順
当
の
『
護
書
敏
書
記
』
に
王
宗

載
の
『
四
夷
館
考
』
を
著
録
し
て
、
そ
こ
に
、
「
四
夷
館
。

…
…
逡
後
弓
三
門
磨
。
籍
三
無
徴
。
旧
館
功
力
馬
難
。
」
ご

さ
へ
・
極
言
し
て
み
る
。
此
の
言
葉
は
、
恐
ら
く
『
四
夷
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
幽
）

考
』
の
序
交
を
引
用
し
た
も
の
こ
思
は
れ
る
が
、
い
つ
れ

に
し
て
も
四
夷
館
の
不
振
は
甚
し
か
っ
た
ら
し
い
。
嘉
靖

以
後
、
萬
暦
、
崇
頑
ご
幾
度
か
四
夷
館
の
『
館
則
』
が
編

纂
せ
ら
れ
た
り
、
王
乳
載
の
『
四
夷
館
考
』
の
如
き
著
書

の
現
は
れ
た
り
し
た
の
は
、
要
す
る
に
嚢
越
し
た
四
夷
舘

を
見
て
、
其
の
盛
時
の
有
襟
を
傳
へ
る
，
ざ
共
に
、
之
に
よ



つ
て
再
び
復
興
を
計
ら
う
こ
す
る
の
努
力
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
然
る
に
其
の
致
果
を
見
な
い
間
に
明
の
四
夷
館
は

や
が
て
清
朝
の
四
桜
森
ご
墾
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
註
（
｝
入
）
　
去
状
重
修
三
審
二
百
こ
十
「
．

　
　
（
一
九
）
　
註
（
十
二
）
に
同
じ
。

　
　
（
二
〇
）
『
重
編
王
丈
喘
公
丈
集
』
巷
三
十
二
に
載
す
。

　
　
（
二
　
）
　
『
國
朝
、
・
三
二
』
巷
山
ハ
⊥
T
、
「
四
夷
館
」
の
…
除
に
三
一
く
所
に
撫
鋤
ろ
O

　
　
（
二
二
）
　
同
上
。

　
　
（
ニ
ニ
）
　
『
櫓
定
館
則
』
巻
十
二
、
夢
更
、
題
奏
類
】
に
載
ぜ
て
あ
る
沈

　
　
　
一
貫
の
「
三
舞
三
十
一
年
五
層
題
選
謬
字
生
月
」
に
披
ろ
。

　
　
（
二
三
）
　
徐
階
の
『
電
縫
堂
集
』
巻
七
に
照
す
。
ま
敦
『
檜
定
館
則
』

　
　
　
巻
十
こ
に
も
載
っ
て
み
る
が
、
叢
に
に
『
世
纒
堂
集
』
か
ら
引
務
し

　
　
　
表
。
『
檜
定
四
則
』
に
に
、
「
窮
靖
四
十
五
年
正
月
題
選
課
字
生
稿
」

　
　
　
亡
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
本
読
の
始
め
に
、
「
少
門
馬
太
子
太
師
吏
部

　
　
　
術
書
建
極
殿
大
晦
士
臣
徐
階
等
謹
題
。
爲
高
言
謬
多
生
。
懇
乞
照
例
。

　
　
題
舗
選
牧
作
養
。
装
備
任
使
事
。
」
ミ
あ
ろ
。

　
　
（
二
四
）
　
王
宗
載
の
『
四
夷
館
考
』
の
中
に
に
、
其
の
他
、
「
西
天
舘
」

　
　
　
の
條
に
、
「
本
舘
雌
設
有
寓
意
。
其
所
蟹
番
文
正
眞
實
名
経
Q
　
不
可

　
　
　
遮
於
丈
移
往
來
。
似
騰
登
疵
9
不
知
當
噂
開
館
傳
習
。
何
以
止
雌
。

　
　
　
玉
野
再
考
也
。
」
定
、
頻
り
に
西
天
館
の
殆
ミ
空
設
に
等
し
か
っ
た
こ

　
　
　
ε
為
記
し
て
み
る
O

第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
明
の
四
夷
館
に
就
い
て

r
、

　
　
　
　
　
四

　
さ
て
四
夷
館
の
澤
翌
翌
の
養
成
に
つ
ご
め
た
鍛
師
・
に
は

如
何
な
る
入
物
が
任
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
ら
う
か
。
そ

れ
に
は
無
論
支
二
人
が
多
く
、
ま
π
そ
れ
ら
の
支
那
人
は

鐸
學
を
世
業
こ
し
だ
者
で
あ
っ
だ
ご
思
は
れ
る
が
、
其
の

他
に
外
島
人
も
総
て
は
無
か
っ
た
こ
思
ふ
。
最
初
四
夷
館

の
柵
設
せ
ら
れ
た
永
樂
の
初
年
に
は
、
元
朝
か
ら
縛
任

し
た
外
國
人
、
例
へ
ば
彼
の
洪
烈
十
五
年
に
於
け
る
『
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ゑ
　

夷
謬
語
』
の
編
纂
に
爾
係
し
た
火
原
潔
や
八
三
亦
黒
の
如
き

者
が
ま
だ
多
少
は
残
っ
て
み
て
、
四
夷
館
の
旧
師
を
動
め

は
し
な
か
っ
た
か
ご
想
像
せ
ら
れ
．
る
。
其
の
一
例
こ
も
云

ふ
べ
き
も
の
は
、
明
の
王
整
の
撰
し
た
「
弘
治
五
年
壬
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　

九
月
勅
建
白
畳
寺
訴
訟
寺
碑
記
」
に
見
え
た
西
域
魯
密
國

人
音
馬
魯
丁
・
斑
石
刺
金
で
あ
る
。
帥
ち
其
の
碑
記
に

洪
武
二
十
一
年
。
有
可
馬
乱
丁
亦
刺
金
等
。
原
係
西
域
魯
密
國

入
。
、
儒
征
金
山
開
元
地
面
。
握
從
金
山
境
内
。
随
宋
國
公
蹄
附

中
華
。
欽
蒙
高
帝
喜
其
賓
臓
、
賞
及
棉
綜
銀
妙
等
物
。
署
落
禮

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
三
　
　
（
五
三
一
）



　
第
十
二
巷
　
　
研
　
究
　
　
田
の
四
夷
館
に
就
い
て

部
。
給
與
脚
力
。
前
往
永
李
府
。
搬
取
家
鴨
。
赴
京
居
住
。
園

而
渤
建
二
寺
安
札
。
漁
港
馬
魯
丁
等
五
戸
。
分
在
望
月
櫻
浮
豊

寺
住
。
將
亦
卜
刺
金
等
八
戸
ρ
分
在
城
南
禮
昇
寺
居
住
◎
予
孫

皆
野
眞
経
。
朝
夕
群
舞
。
観
潮
聖
欝
。
寄
籍
…
江
癒
縣
。
即
発
善

役
。
永
樂
三
年
二
月
内
。
欽
取
四
戸
上
京
。
著
三
四
諜
館
敬

習
。
子
孫
至
今
優
正
善
役
。

ご
あ
る
。
こ
れ
に
擦
る
ご
、
永
樂
三
年
に
上
京
せ
し
め
ら

れ
た
の
は
、
必
ず
し
も
可
馬
魯
丁
・
亦
卜
刺
金
そ
の
者
で

は
な
ぐ
、
此
の
二
人
の
、
｝
族
の
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ

な
い
け
れ
こ
も
、
兎
も
角
、
元
朝
か
ら
露
寵
し
た
西
域
人

の
或
る
者
が
四
夷
館
の
敦
師
に
任
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

慨
の
後
に
な
る
ご
、
外
導
入
を
四
夷
館
の
駿
師
に
任
じ
た

例
は
相
當
多
く
見
え
て
み
る
。
例
へ
ば
王
宗
載
の
『
四
夷

館
考
』
の
「
雨
量
館
」
の
條
に

先
日
疋
緬
葡
．
入
。
　
轡
田
丙
U
垂
血
中
掴
班
田
心
傑
割
干
刺
改
信
活
廊
廟
｝
己
h
批
晦
六

名
。
以
進
貢
至
京
。
倶
留
本
館
教
授
。
重
量
二
年
。
緬
句
宣
慰
。

善
其
轡
．
雷
古
進
貢
。
並
還
當
丙
等
。
本
院
軍
士
陳
以
灘
宇
生
王

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
一
四
　
　
（
五
三
二
）
　
・

　
瞭
等
習
學
未
成
。
請
託
岩
絵
。
天
順
二
年
。
復
差
母
野
進
貢
。

　
並
驚
喜
二
等
。
働
不
許
。
後
倶
卒
直
宮
。

ご
あ
る
。
偶
々
進
貢
に
使
し
た
緬
押
入
六
名
を
無
理
に
留

め
し
四
夷
館
の
窺
書
に
任
じ
、
遽
に
其
の
六
名
は
館
國
を

許
さ
れ
す
し
て
官
に
卒
し
た
こ
い
ふ
の
で
あ
る
。
ま
元
正

徳
十
年
に
逞
羅
の
使
者
が
進
貢
し
た
時
に
も
、
亦
其
の
使

者
を
留
め
て
四
夷
館
の
激
師
に
任
む
て
み
る
。
其
の
事
實

は
同
じ
く
一
宗
載
の
『
四
夷
館
考
』
の
「
邊
適
薬
」
の
條

に
見
え
て
み
る
所
で
あ
る
が
、
當
時
こ
れ
を
上
奏
し
た
斬

貴
の
奏
議
が
斬
貴
の
『
戒
毒
文
集
』
に
出
て
み
る
か
ら
、

左
に
抄
出
　
し
て
お
か
う
。
例
の
『
塘
定
職
則
』
の
題
奏
類

の
ご
こ
ろ
に
翼
然
股
め
ら
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
の

に
侠
し
て
み
る
や
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
暫
留
遠
入
教
習
以
便
審
課
事
疏

　
題
爲
無
縁
曲
人
敏
習
欝
欝
審
課
事
。
糠
提
督
四
夷
館
太
常
寺
卿

　
沈
冬
等
等
呈
。
該
経
距
館
慰
留
主
簿
糞
婆
露
呈
。
切
回
。
本
館

　
專
一
子
爲
同
平
面
。
遭
遇
舞
舞
直
壁
如
占
城
。
邊
羅
等
麗
遙
貢



　
來
文
。
門
下
本
館
里
並
。
但
各
國
土
語
土
字
。
與
回
回
不
同
。

　
審
課
之
際
。
全
滋
臣
事
講
設
。
番
号
降
渤
回
郎
等
項
。
倶
用
回

　
回
字
。
今
次
有
邊
羅
國
王
野
人
來
京
進
貢
。
金
葉
表
文
。
無
入

　
丁
丁
。
節
次
審
鐸
不
便
。
三
三
得
。
近
年
八
百
火
句
等
庭
夷
字

　
三
三
。
三
内
三
具
題
。
暫
留
差
來
頭
目
三
者
署
。
旧
館
旧
習
。

　
漸
有
成
敷
。
合
無
比
照
門
旧
幕
事
例
。
於
遙
羅
漢
來
夷
人
内
。

　
選
留
一
二
名
在
舘
。
当
選
各
館
道
下
世
業
子
弟
撒
名
刀
館
。
令

　
其
教
習
待
有
成
之
日
。
將
本
夷
照
例
。
迭
回
本
土
等
困
。
實
爲

　
便
盆
。
濃
墨
臣
等
看
得
。
脅
澤
夷
字
。
蹴
通
朝
貢
。
公
是
重
事
。

　
今
邊
羅
夷
宇
。
委
的
鋏
人
教
習
。
相
癒
虚
置
。
合
無
着
禮
部
行

　
令
旨
彊
事
並
主
簿
王
紅
毛
。
將
本
一
差
來
通
饒
新
字
人
。
再
加

　
審
課
。
暫
留
＝
一
難
館
教
習
。
待
敏
育
成
数
。
湊
請
照
例
塗

　
回
。
庶
日
後
隷
属
不
墨
差
誤
。
縁
係
暫
留
遠
人
教
習
事
理
。
未

　
敢
捜
便
．
謹
題
講
旨

意
ふ
に
、
此
の
逞
羅
人
を
留
め
た
こ
ビ
、
云
ひ
、
前
の
緬
句

人
を
留
め
た
こ
ご
、
云
ひ
、
共
に
彼
れ
等
こ
そ
氣
の
毒
な

犠
牲
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
か
く
の
如
き
例
は
濁
り

逞
羅
入
や
緬
旬
入
に
類
し
て
の
み
に
止
ら
す
、
屡
々
何
國

　
　
　
第
十
二
巷
　
　
研
　
究
　
　
明
の
四
爽
舘
に
就
い
て
　
、

入
に
黒
し
て
も
行
は
れ
た
所
で
あ
ら
う
。
洵
に
彼
れ
等
に

ご
つ
て
は
獲
酷
な
嘘
畳
で
あ
っ
た
ε
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
明
の
四
夷
館
に
就
い
て
研
究
す
べ
き
事
柄
は
、
固
り
ま

だ
ぐ
残
っ
て
み
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
す
、
上
に
述
べ
て

き
た
諸
黙
に
就
い
て
も
ま
だ
ぐ
研
究
を
要
す
る
の
で

あ
る
。
い
つ
れ
再
び
稿
を
改
め
て
是
正
を
仰
ぐ
べ
き
機
愈

も
あ
ら
う
。

（
註
）
（
二
五
）
　
羽
田
亨
博
士
「
華
夷
課
語
の
編
者
焉
二
面
黒
」
（
東
洋
學

　
　
報
第
七
徐
も
第
三
號
所
牧
）
曳
多
昭
…
o

　
（
二
山
ハ
）
　
『
清
㎞
奥
囎
騨
疑
隷
佃
輯
』
三
下
に
噌
引
く
所
に
擦
る
O
因
に
東
滋
け
學

　
　
曲
玉
鱈
辮
十
滋
下
巻
第
一
三
所
牧
の
桑
田
山
ハ
鄭
丘
一
の
濡
雪
押
二
二
加
巡
り
」
の
中

　
　
に
鈍
の
丈
に
言
及
し
て
、
其
の
清
朝
以
後
の
人
の
作
に
係
る
こ
定
た

　
　
漸
ぜ
ら
れ
て
る
る
。
許
し
て
作
巻
の
王
墾
建
ば
如
何
な
る
入
物
か
分

　
　
ら
め
ミ
云
っ
て
ゐ
ら
れ
う
け
れ
こ
も
、
王
婆
に
有
名
な
明
の
學
者
で

　
　
あ
っ
て
、
『
明
吏
』
巷
一
百
入
十
、
に
立
派
に
本
傳
も
あ
ろ
。
其
の
丈

　
　
集
た
『
震
灘
丈
集
』
ミ
い
ふ
が
、
此
の
丈
に
不
幸
に
し
て
見
え
て
ゐ

　
　
な
い
。
然
し
私
ば
決
し
て
儒
作
で
は
な
い
幽
思
ふ
。
難
中
に
「
四
課

　
　
館
ビ
あ
っ
て
「
四
夷
館
」
に
作
っ
て
み
な
い
ε
桑
閏
氏
に
云
に
れ
る

　
　
け
れ
こ
も
、
こ
れ
に
若
し
原
碑
に
さ
う
あ
れ
ば
兎
に
角
、
清
朝
の
書

　
　
物
に
r
に
夷
の
｛
乎
た
靴
碍
ん
で
、
之
た
故
ら
贅
の
字
に
代
へ
る
の
が
一
遡

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
五
　
　
（
五
三
三
）



第
十
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
爾
陣
撰
糸
仲
買
仲
間
の
研
究

例
ミ
な
っ
て
み
る
位
で
あ
ろ
。
か
㌧
ろ
わ
け
で
原
碑
に
に
「
四
夷

館
」
定
あ
ろ
の
を
、
特
に
「
四
灘
舘
一
ミ
改
め
索
の
で
あ
る
傷
害

ふ
。
ま
六
桑
田
氏
に
明
の
四
夷
館
な
蔦
暦
四
年
に
惣
設
ゼ
ら
れ
索
ミ

同
じ
個
所
に
遽
べ
ら
れ
て
る
る
が
未
だ
撫
岬
る
所
た
知
ら
な
い
O
更
に

轡
密
爾
に
『
明
史
』
の
魯
迷
で
、
明
に
入
賞
し
六
の
は
鋸
蜷
三
年
に

始
る
か
ら
、
趾
ハ
の
以
前
に
同
國
の
人
間
が
來
索
こ
亡
に
受
け
取
れ
な

　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
一
山
ハ
　
　
（
五
一
二
四
）

　
い
ε
考
へ
ら
れ
て
る
う
ら
し
い
が
、
魯
密
の
可
罵
轡
丁
・
亦
卜
剃
金

　
の
二
人
物
、
夙
く
元
宋
に
支
那
に
來
て
る
表
の
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
’

　
し
も
魯
迷
の
明
に
入
貢
し
六
年
思
為
問
題
に
す
ろ
必
要
に
な
か
ら

　
う
。
私
ば
桑
田
氏
の
論
櫨
だ
け
で
に
、
既
の
丈
た
清
朝
人
の
傭
作
ミ

　
信
ず
る
に
購
附
す
る
。
や
に
り
王
整
の
作
亡
し
て
よ
い
定
思
ふ
。

（
二
七
）
　
巻
蕪
。

西
．
陣

三
糸
仲
買
仲
間
の
研
究

　
i
本
庄
博
士
．
『
西
陣
研
究
』
の
批
鋼
i

澤

田

章

　
　
　
　
　
網
　
序
　
　
言

　
織
物
ご
い
へ
ば
墨
入
も
西
陣
を
総
し
、
面
陣
ご
い
へ
ば

直
に
織
物
の
代
名
詞
の
如
く
に
入
ロ
に
険
志
し
、
今
口
そ

の
聲
債
の
遠
く
海
外
に
迄
及
べ
る
事
は
誠
に
我
國
の
誇
で

あ
る
。
こ
の
西
陣
機
業
の
起
源
に
就
い
て
は
古
く
奈
良
朝

に
遡
る
べ
き
で
あ
る
が
、
今
日
の
盛
況
を
見
る
に
至
っ
た

由
來
は
桃
山
時
代
以
後
江
戸
時
代
に
於
て
非
常
な
る
登
達

を
途
げ
た
結
果
で
あ
る
。

　
西
陣
機
業
の
生
産
品
は
江
月
時
代
の
初
期
に
於
て
は
主

ご
し
て
撰
糸
類
で
あ
っ
π
o
色
物
類
を
盛
に
産
出
す
る
や

う
に
な
っ
た
の
は
享
保
以
後
の
事
で
あ
る
。
そ
れ
故
西
陣

の
生
産
品
を
取
引
す
る
仲
買
を
撰
糸
仲
買
商
ご
虚
し
穴
。

西
陣
に
は
織
屋
組
合
が
早
く
か
ら
出
來
て
居
て
、
こ
の
織

屋
組
合
よ
り
撰
糸
繰
買
に
取
引
し
、
撰
糸
仲
買
よ
り
更
に


